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「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会（第13回）

大学図書館におけるAIへの対応に係る検討について（案）
【前提】 
○ AIの利活用にはプラスの面とマイナスの面があるが、大学の教育研究活動にも浸透してきている状況を踏
まえると、マイナスの面を気にしすぎて過度に慎重になるのではなく、大学図書館もAIをどのように使って
いくかを能動的に考えていくことが重要。

【主な観点例】 
（１）AI時代における大学図書館

１ AI時代における大学図書館の役割とは何か。
２ 今後、大学でAIの利活用によって行われる教職員・学生向けサービスの中で、大学図書館はどのよう
な役割・機能を果たしていくことが求められるか。

３ AIの利活用が、大学図書館間の連携にどのように寄与するか。
４ AIが教育研究活動や社会活動に急速に浸透してきている状況を踏まえて、デジタル・ライブラリー
像を修正すべき点等はあるか。 等

（２）大学図書館のサービス業務・管理運営業務へのAI利活用
１ AIの利活用により、どのようなサービス業務や管理運営業務で、効率化や高度化が見込まれるか。
また、どのようなサービスが新たに創出できるのか。

２ AIの利活用になじまない、あるいはAI技術を利活用しても効率化や高度化が見込めないサービス
業務や管理運営業務は、どのようなものがあるか。 等

（３）AIに対する大学図書館の貢献
１ AI基盤モデルの高度化のために、大学図書館はどのような貢献ができるのか。
２ 教職員や学生のAIリテラシー向上のために、大学図書館はどのような役割を果たすことができるのか。

等
（４）AI時代における大学図書館職員

１ AI時代において、学習支援や研究支援に携わる大学図書館職員像とはどのようなものか。
２ AIを利活用したサービス業務や管理運営業務において、当該業務に従事する職員には、どのような
知識・スキルが必要になると考えられるか。

３ AI時代におけるデータ・キュレーター等の研究データマネジメント業務において、大学図書館職員
はどのような役割で貢献できるか。そのために、どのような知識・スキルが必要になると考えられるか。

４ その他、AIの急速な浸透に伴い、新たに期待される業務は何か。 等
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●前提：学生、研究者はAIを積極的に活用・習熟
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【文部科学省】
◆大学・高専における生成AIの教学面の取扱いについて（2023.5）

適切な活用を推奨
→各大学でガイドライン策定

◆ AI for Science の推進に向けた基本的な方針について（2025.12）

科学研究サイクルをメインループとして、その内側で実行
される個別/特化のループと、外側を取り巻く社会的プロセ
スのループでもAI活用が進む

【東京大学】
◆AIツールの授業における利用について（2023.4）

◆東京大学の学生の皆さんへ：AIツールの授業における利用について
（2023.5)

◆東京大学における生成AI利用に係るセキュリティガイドライン
（2024.3）

◆全学構成員向けの生成AIサービス（2023.10～）

⇒利用者の行動様式を把握
⇒大学の方向性に沿った対応～「図書館」に閉じない対応



「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会（第13回）

●大学図書館のサービス業務・管理運営業務へのAI利活用
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◆AI活用業務
・レファレンスサービス（AI司書）
・文献探索
・情報リテラシー教育
・多言語対応サービス
・目録／受入・除籍業務／館内業務（自動化・効率化）
・運営データ管理・活用（分析・可視化）
・研究・教育支援（従来の図書館業務から越境）
⇔非AI業務・機能：場の活用、対人コミュニケーション

◆効果・影響
・合理化・効率化／機能強化・拡大／新規機能

◆活用レベル
・個人利用～各館内～業界標準化

⇒図書館機能／職員の役割／組織構成の変容
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●大学図書館のサービス業務・管理運営業務へのAI利活用
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◆個人～（各館担当） ［東大附属図書館事例］
〇目録業務へのAI利用
・廃刊なのか不明の古い雑誌の情報を知りたい。(copilot)
・ほぼ同名の著者が同一人物か否か（copilot）
・難解な文字情報の読み取り、翻訳

（ chatGPT、copilot、 Google 翻訳）

◆事例共有～対応検討～標準化
・これからの学術情報システム構築検討委員会

AI を活用した次世代検索サービスの検討と実現について
・国立大学図書館協会

資料委員会、システム委員会、次期ビジョン
・図書館外

学内方針、学内連携、NII、商用システム

◆大学図書館機能の変容
・デジタル・ライブラリー
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〇東京大学デジタル図書館構想

6



「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会（第13回）

〇東京大学デジタル図書館構想
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デジタル空間：学問分野、利用者毎に最適化

東京大学附属図書館

３０図書館・室
コンテンツ
スペース
スタッフ

＋
デジタル・コンテンツ
電子ジャーナル/書籍
デジタル・アーカイブ
機関リポジトリ

学外機関

デジタル・コンテンツ
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〇東京大学デジタル図書館構想
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2027年に150周年事業の一環として
デジタル図書館のプロトタイプを公開予定

2025年6月

「未来の大学図書館を AIと考えよう
：2050年の東大図書館を描くワークショップ」

2025年7月～

「東大図書館をデザインせよ！
Next Library Challenge 2030」

デジタル図書館コンペティション



「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会（第13回）

●AI時代における大学図書館職員
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◆職員個人のスキル
・AIリテラシー

図書館業務への活用を検討・企画・設計するため
・情報システム、データ管理・活用
・情報倫理・ガバナンス、著作権管理・処理
・特定の学問分野に対する専門性
・コミュニケーション力

変化する環境下での利用者支援、図書館外との橋渡し
⇔定型的な業務の軽減 → 新規課題へ振り分け

◆職員の位置付けの多様化
・図書館常勤職員だけでは対応困難
・非常勤職員、特任職員、研究者、他部署の一層の参画
・複線的な人事制度や学外人材の登用
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●AI時代における大学図書館職員
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◆「図書館」機能の変容
・研究力強化、教育充実のための手法の変化
・「図書館」（自前のコンテンツ・場・人材）と外部リソース
の融合～あいまいな境界

◆組織・体制
・既存（管理部門、サービス部門）：

AIによる効率化・省力化によって縮小、再編
・新規（システム・データ担当部門、教育・研究支援部門）：

図書館内に留まらない、他部署との融合・再編
・柔軟な連携・協力体制：

学内人材（研究者、専門的職員、学生）と多様な
関係を構築（プロジェクト、委員会、WG,TF）

⇒「図書館」外へ積極的に働きかけが必要
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